







































































を学生に開放していますね。当初の計画案は、一階にいろいろなものを計画していました。学生はどこに来るのかというほど これは学生のための建物だから、学生が何かをするために私 ちがサポートする仕組みにしなければ けない 初め 教員 研究室まで計画していましたから、私は冗談じゃないと言ったんです。ですから、本当は学生が運営するのが一番いいんですね。そして、 必要な職員 そこにいて、いろいろなサポートをする。だんだんそうなっていけばいいと思っています。　
一階の受付は、学生のフェニックスアシスタント（大学の業務に従







していけばいいのですが、あとは機会をつくらなければいけない。例えば、 一昨年 ら始めたのですが、 国際交流バスツアー。ワン・デー・ツアーですが、留学生と日本人学生が一緒に隣り合わせ 座っ 話をすると交流も深まる。二月は吉和へ雪合戦に行ったようです そういう機会を、これから提供していかなければならない。　
本当は、私は機会も自分たちでつくりなさいと言っている。もしお
金が必要なら支援しましょう、例えばバス代 支援をします だ、弁当は自分たちで持っていきなさ 、計画も自分でしなさい 私たちは何もしません。職員も手伝ってはいけません 言っています。　
自分たちでやるべきです。もう大学生ですから。それで、いろいろ









むしろ最近は規模が小さくても予想できないようなテロも起こるし、宗教や民族対立がずっと続いている。基本的には、国際平和は人類の恒久的な夢というか、取り組まなければいけないこと す。その めには、やはり若い人たち そういう意識を持ち、社会人になっていくことが大事だと思います。　
大学の在学期間の二〇歳前後、この間に何かを自分自身で深く考え
て、将来どうしようか いう動機付けは、六八歳の私とは全然違 ます。六八歳で動機付けをしても、できないことはな ですが、二〇歳前後ですると全然違 と思います。ですから の期間に、やはり人類の平和について考える、お互 に理解 合って 受け入れて暮らしていくことを考え 機会を持たなければいけな　
何回も言っていますが、広島大学は世界最初の被爆地に開学したが








と、やはり活動しようとしている人たちの気持ちを理解しなければならない。何をしたいのか、何を目的にし い か。こちらが押しつけるのは駄目です。だから、サポートで と思う。　
いろいろな考えがあると思います。得てして、授業なども教員が学
生に教え という、何か上から目線が りますが、学生に学びの動機付けを与えられれば、教師は役割の多くを果たせた 私は思います。彼らは自分で一生懸命に取り組みますから。こ 動機付けが非常 大事であって、それが教師の一番重要な ではな かと思 ます。それさえしてくれたら、知識とか何かを伝えなくてもい 思う。　
ですから、サポートをするときには、そういう意識で 学生の動機
付けをしてあげることがサポートする側に って 一番大事で こちらから押しつけてはいけないと思いま 。　
ただ、正直言って、時々そういう姿勢では困るのではないか いう
ことがないこともない。それは、こうしたほうがい のでは いですかとアドバイスも必要でしょう。私は基本的 は、職員・教員と 私
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ないから、国際ランキングが上がらないということだけではありません。ダブル・ディグリー（学位取得後に別の学位を取得すること）やジョイント・ディグリー（複数の大学から学位を取得すること）の制度は、海外の大学を活用することにより、まず学生がたくましくなり、教員も研究人脈、ネットワークが広がってくるので、いいことです。その結果として、レピュテーション 上 るので 後押ししてやらなければならない。　
また、留学生をいかに受け入れるかは、日本人学生をいかに派遣す

































































































から出てきており、一喜一憂する。また 場合に っては研究も トムソンロイターのいわゆるジャーナル至上主義、ポイント制ということで、評価主義が大変強まってきています そ いう状況について、先生はどのようにお考えですか。○浅原
　
好ましくないと思っています。就任した当時、これは無視す
るべきだと思いました。大学の教育・研究の本質的なものとそ は関係ないと思ったのですが、だんだん無視で くなってきまし 。
　
例えば、ダブル・ディグリーなどを進めようとすると、海外の大学











































































立派な研究とい のは、やはりそ ベースがあるわけ す。
裾野の広いベースがあって その中で幾つかが目立 きたわけですから、 （両手で山の形を描きながら）これが無く ると、それは崩れますよ。　
だから日本の研究力を考えると、東大と京大にお金を全部つぎ込め










になりますね。そうなってくると、広島大学 立ち位置は中・四国の中核大学になりますが、その で裾野を げていくことも考えないといけない。○浅原
　
考えないといけないですね。例えば、中国地方に国立大学が











それから、高額研究機器を五大学が買わずに、五倍ぐらいのお金をかけてもいいから一台買い、それを有効に使う。他のところは別 高額機器を買いましょうと、これも進めました。また、国際交流の海外拠点を一緒に使 いうことで、今、北京研究センターは岡山大学と山口大学も一緒に使って ます。　
留学フェアも一緒にしましょうと。 広島大学だけでしてもいいけど、














































個性化していると思います。総合大学の中で、例えば、岡山、山口、鳥取、島根でもそうでしょうし、九州、長崎、熊本でも、学部 幾つかある大学は、それなりの個性ある学部を持っ います。総合大学になったときに見えにくく るだけ ことであって、それぞ は個性あると思います。　
広島大学だって、教育学部などは高等師範の流れを汲んで個性を













































るという観点の教育は、人間が人間として 涯取り組まなくてはいけない課題です。それを大学の四年間、特に最初の一年間だけで終わるというのはおかしい。だから、それを専門課程 並行しながらずっとやって くというのは、一つ 教育 個性かもしれ せん。　
それと、広島大学というのは、第二次世界大戦の四年後に世界最初








です。少なくとも広島大学が残さないといけな 。原爆放射線医科学研究所も、その存在意義はそ いうところにあ はずですし、将来も必要だと思います。　
それともう一つ、私の時には十分できなかったのですが、三年ぐら
い前から、学生が成長する大学ということを学内にも学外にも発信てきたわけです。大学教育、 高等教育のあり方は問われていますので、広島大学は率先して の を目的 する。 に入学したら、学生が鍛えられて成長 いく だというこ は大事だと思います。　
その一つは、一年生で始めたＳＴＡＲＴスタートプログラム。それ
と、 今やるべきだと思って進めているのは 一年生で インターンシップです。　
つまり、両方とも学びの動機付けです。大学で何を学ぶべきかを自












すね。歴史を見ると、 本当にずっと試行錯誤です 教育に王道はな 。こういう方法がうまく くとき あるけれども、いかな ときもある。うまくいかなかったものが、うまくいくようにな こともあるというように、歴史を見ても本当に教育は難し 。　
それは一つには、その時の社会環境もあると思う。その時の社会環
境というのは、 学生がどういうバックグラウンドで学問に、 学びに入っていくのかもあると思いますし、今のよう 国際交流がどんどん進んできた中で、何を学べばい のか迷走しているところもある。　
実はグローバル化は深刻に難しい課題です。英語を話せればいいと







今は大きな局面にきていると思いますので、高等教育のあり方については、みんなが真剣 議論して取り組 ないと 学生が迷うようになるので ないかと思い、心配しています。○小池
　
その意味では、いわゆる教育力を、大学としては本当にしっ
かり確立しなければならない 守るも は守りな ら、基礎的なものも含めて、先生が言われた動機付けが重要だということでよろしいわけですね。○浅原
　
そうです。学生に聞くと、単位を取るために来ていると言う






















































あります。理学部は、まだ当分必要でしょう。しかし、理学研究科がいつまでも必要かどうかは分かりません。これは、もっと高度なになってきますので、本当に今 で分かっていな ったこと、できていなかったことをアカデミック 追求して何かを発見する 開発することに るわけです。　
これは、もしかしたら工学研究科の分野も融合する必要があるかも
































したわけですが、存在意義がないとは言えない。しかし、将来あのままでいいかどうかは おっしゃるように分かりません。これは継続して検討して くべきだと思います。より研究力を高めるために、どういうかたちが のか。これは教員組織を分離した上でやっていくべきです。　
最後に、もう一つの国際協力研究科。これは言われるように、従前















研究に関 るべきだと。お手伝いではない。例えば、競争的資金の申請書が書けるような職員 つくるべき。アイデア 教員が出さなければいけませんが、そ いう職員を養成していくこ により、教育力・研究力は上がると思います。これは変わっていません。　
当初は、それをするのに、教員は会議に出るのが嫌だと言っている














五つ作ったら、私は全ての部局から入っているかな 、すごく気を付けています。執行部もたくさんいますが、全 の部局が入っているずです。それは聞く耳を持 なければいけない アンテナを広げる。そして、また彼らはいろ ろ ことが聞 るわけでしょう。だから、構成員の意見を聞く仕組みは作っておかなければならない。　
その中で、最終的に責任者としてどのように決断をすればいいかと





うことを思いました。委員会などはみんなの負担になるし、特に部局長、副部局長とは定期的に面談する機会をつくっています。そこでいろいろな話をする 、もう会議が多くてかなわないと。会議に時間を取られて教育・研究が十分にできないと言われたので、これは限られた人数、一〇人ぐらいで執行部をつくり、全 をそこで決めたほ がいいのではないかと思うときもありました。しかし、 れ 今では間違いだと思っています。実際そうはしていません。　
なぜそう思ったかというと、先ほど言った教員・職員の負担を軽く













分が、区別できていない 少しできるようになりましたが、どん 仕事も同じように手を掛ける。例えば、学生の仕事の中でも、 れは手を掛けなければいけない、これはもう省略していいのではな かということも、みんな一緒なのです。それが、まだ きて ない。業務組織の検証・見直しは継続的にしていかなければ けないでしょうね。　
そして、最近感じるのは、広報や国際化・国際交流は次第に業務が
増えている。しかも、こういう言葉はふさわしくな かもしれませんが、戦略的にやらなければいけないところ きてい 。それは、みんな同じよう 対応 てきたから。　
会議のレジュメを作るときも、上から大事な順に並べてくださいと





以外では、広島大学は他の大学と違って業務組織が各室で非常に分裂していますね。つまり、教育室の下に事務組織がある、研究学術の下にあると うかたちにな ますので、一元的ではない。昔の事務局とは違いますから。そういう点での集中をしていく、スリム化していくということになれば、当然のように業務組織自体を統合して く方向にまた戻っていくような気がするのですが、 いかがお考えでしょうか。○浅原
　
広島大学は、事務局があって、大学職員が事務局から派遣さ
れていくという仕組みではな で 。先生が言われたように、理事室があっ 、そこに教員も職員も一緒にいる それ 理事 間の連携を取ることに労力を使わなければいけないので が、それ 大事なことだと思います。つまり、執行組織と 権限と責任を明確にしてるわけです。　
財務・総務室は財務・総務室のことについて責任をもって執行して













なければいけないという意見が耳に入ってきましたので、役員会を毎週開きました。ところが、役員会では理事室間の連携は十分にできない。彼らは役員だか 。役員と言っても専任は私と松ケ迫理事だけで、あとは教員が兼任でしょう ここに大きな問題があると思います。彼らを専任にすれば一番いいのですが、それは難しい 今度は専任の事を作るようで が。　
それで、役員会では駄目なので副理事会をやろうと、二年前から毎
週集まっても い、 （一回に）二時間ぐらいかけて議論しました すると、 （副理事会の参加者が）それはうちも関係がある うから、では一緒にやってください うことを始め のです。副理事会を二年間して、少なくとも二年前より連携ははるかに良くなった 思います。○小池
　
ただ、その副理事の中には、専門性があまりにも強すぎてし











中から教員（の副理事）も来るようになった。それは来たほうが、他の理事室でしていることも、だんだん分かるのです。だから、私から見れば、これはみんな 人材育成にも った と思っている すが。○小池
　
なるほど。人材育成ということで言いますと、かつて広島大
学の場合には大学計画委員会、 それから将来構想検討委員会 ように、将来の執行部 入るような、あるいは部局長になるような人材の育成機関がありました。それは今、先生がおっしゃった副理事会を、に代わるようなイメージで捉えていいのでしょう 。○浅原
　
私は基本的には、あらゆるところで人材育成が行われるべき























































いし、 発表もしない。自分達の能力にもっと誇りを持って 自信を持ってい と思います。　
そして、一番自信を持たせなければいけないのは職員ですね。優秀
な職員はたくさんいます。実は国立大学の中で、いろいろな大学の執行部と話をすると、 広島大学の職員は優秀なのです。 高 評価がある。しかし、まだ能力を発揮していない。それは、国立大学時代の組織の
意識が続いていて、職員が何かしようとするのを上から押さえつけている。　
だから、自分で言わなくなっている。やはり男女共同参画と同じで
すが、何か物事にとり組む時、個人の能力は限界があり、視野は限られています。いろいろなところから見て、多様な能力を持った人が集まれば、少しでも良いものができていくと思います。だから、女性の社会への参画は、私は非常に意義深いと思うし、特に男性と視点が違う。　
同様に教員と職員は視点が違う。実は職員というのは、大学を満遍
なく見ています。教員は悪いけど、本当 視野が狭くなっている。だから教員と職員を組み合わせたらいい。○小池
　
ええ良いですね。専門性はこちら（教員）で、バランスは職
員のほうがいいですね。○浅原
　
そう。これを組み合わせて運営するべきだと思う。他の外の
組織と比べて、そう言っても大学は自由です。大学の教員は幸せですよ。好きなことをして生活ができるのだから。こんなところはな 。私企業などは大変ですよ。○小池
　
本当に伸びしろがあるということ
○浅原
　
伸びしろがまだまだありますよ。それを自覚して誇りを持っ
てほしい。能力も高い。　
三年ぐらい前かな、ベルリンで日独学長会議があった時、大使館に
面しているのはヒロシマ通りですよ。それで調べたら、ヨーロッパに「ヒロシマ」と付く広場や橋などが十幾つあるのですね。
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○小池
　
多いです。認知度が東京に次ぐのですね。
○浅原
　
ええ。こんなメリット、生かさなければ駄目です。今から教
育も国際展開していくわけだから、そういう意味では、広島の名前をどんどん活用したらい と思います。○小池
　
そうですね。特にヨーロッパでは、やはりヒロシマの名前が
届きます。視野がそちらのほうに向けばいいとは思うのですが。長時間にわたりまして、ありがとうございました。

（終了）
（
あさはら
　
としまさ
・広島県参与（医療担当） ・広島県病院事業管理者）
